
熱
狂
的
な「
フ
ァ
ン
ベ
ー
ス
経
営
」

と
デ
ジ
タ
ル
戦
略

湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
は
、
２
０
１
０

年
９
月
に
現
在
地
へ
移
転
し
た
。
旧
病

院
か
ら
は
直
線
で
１
・
９
㎞
の
距
離
だ

が
、
鉄
道
と
河
川
が
隔
て
る
地
理
的
要

因
に
よ
り
、
既
存
患
者
の
減
少
が
懸
念

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
全
職
員
が
新

病
院
の
機
能
や
立
地
情
報
を
約
16
万
世

帯
に
戸
別
訪
問
で
届
け
、
丁
寧
に
説
明

し
、
診
療
圏
を
開
業
以
降
３
㎞
、
５
㎞
、

10
㎞
へ
と
確
実
に
拡
大
し
て
き
た
。
的

確
な
情
報
を
地
域
・
患
者
に
伝
え
る
こ

と
こ
そ
が
、
集
患
の
基
本
で
あ
る
と
い

う
信
念
に
基
づ
い
た
活
動
だ
っ
た
。

移
転
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

患
者
数
が
減
少
し
た
こ
と
を
機
に
、
同

院
は
そ
の
存
在
意
義
や
地
域
に
提
供
で

き
る
価
値
を
改
め
て
問
い
直
し
た
。
芦

原
教
之
事
務
部
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。「
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
の
よ
う
な

高
度
急
性
期
病
院
は
、
安
定
し
た
収
益

を
得
る
た
め
、『
入
院
・
手
術
・
ス
タ
ッ

フ
』の
３
本
柱
を
収
益
エ
ン
ジ
ン
と
し

て
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
入
院

増
と
す
る
た
め
に
は
外
来
機
能
の
強
化

が
不
可
欠
で
あ
り
、
外
来
を
増
や
す
に

は
、
地
域
の
医
療
機
関
へ
逆
紹
介
し
た

患
者
さ
ん
が
し
っ
か
り
と
湘
南
鎌
倉
総

合
病
院
に
戻
っ
て
き
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
今
後
、『
再
紹
介
』の
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
い

き
ま
す
」

既
存
患
者
を「
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
」

に
変
え
る
仕
組
み
づ
く
り

同
院
が
注
力
し
た
の
は
、
病
院
の

フ
ァ
ン
を
重
視
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。

病
院
の
フ
ァ
ン
と
は
、
病
院
の
価
値
観

や
方
向
性
に
共
感
し
、自
発
的
に
応
援・

貢
献
し
よ
う
と
す
る
存
在
を
指
す
。
新

規
患
者
の
獲
得
も
重
要
で
あ
る
が
、
こ

の
フ
ァ
ン
を
ベ
ー
ス
に
中
長
期
的
な
売

り
上
げ
と
価
値
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

芦
原
事
務
部
長
は「
パ
レ
ー
ト
の
法

則
に
基
づ
け
ば
、２
割
の
熱
狂
的
な
フ
ァ

ン
が
売
り
上
げ
の
８
割
を
た
た
き
出
し

ま
す
。
こ
の
フ
ァ
ン
と
は
、
当
院
に
来

院
し
て
感
動
し
て
帰
ら
れ
た
方
々
で

す
。
我
々
は
こ
の
限
ら
れ
た
フ
ァ
ン
層
、

す
な
わ
ち
ク
ロ
ー
ズ
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
対
象
に
し
ま
し
た
」と
説
明
す
る
。

一
般
に
フ
ァ
ン
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス

は
、
①
探
す
②
説
明
す
る
③
フ
ォ
ロ
ー

す
る
―
と
い
う
３
段
階
に
分
け
ら
れ
る

が
、「
一
般
的
に
病
院
は
、
③
フ
ォ
ロ
ー

す
る
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
フ
ォ

ロ
ー
と
は
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
で
あ
り
、

関
係
構
築
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
を
指
し

ま
す
」と
同
氏
は
指
摘
す
る
。
こ
の
熱

狂
的
な
フ
ァ
ン
層
に
対
し
、
病
院
が
提

供
す
る
信
頼
性
の
高
い
情
報
を
提
供
し

続
け
る
手
段
と
し
て
、
ア
プ
リ
の
活
用

を
選
択
し
た
。

ア
プ
リ
は
、
既
存
の
紙
媒
体
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
比
較

し
て
、
双
方
向
性
、
即
時
性
、
信
頼
性
、

共
創
の
観
点
で
優
位
性
が
高
い
。
ま
た
、

医療法人徳洲会 湘南鎌倉総合病院（神奈川県鎌倉市、小林修三院長）は、常に「断らない医療」の実現
と、その質の高い提供体制の維持を追求している。新型コロナウイルス感染症の影響で患者数が一時的
に減少した時期を経て、同院はスマートフォン向けアプリを活用したファンづくりを推進。結果として、外来
収入は右肩上がりで推移している。

アプリを活用した病院ファンづくりを強化
信頼性の高い情報を提供し外来につなげる

芦原教之事務部長
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